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新執行部がスタートして半年が経過しました．新執行部で取り上げた重点目標・活動方針である，
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てきました．
今回のニュースレターでは，まず大山副会長にご挨拶を頂きました．また，今期執行部の成果の一端
である，国際フォーラムの開催，英文誌発行準備委員会活動，特定推進研究，ホームページなどについて
の記事を掲載しました．特に「特定推進研究」の領域については，本学会誌45巻4号にも掲載してあ
りますが，資料として再度掲載しました．
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私は，しばらく日本補綴歯科学会の活動を外から見てまいりましたが，

前会長田中久敏先生のもとで副会長として2年間本学会の運営，置かれて

いる状況についていろいろ教えて頂きました．

昨年の会長選では図らずも次期会長としてご推挙頂き厚く御礼申し上げ

るべきところでありますが，少々荷が重すぎると実感しているのが本心で

あります．

今期の執行部においても川添堯彬会長のもとで次期会長候補副会長とし

て，将来の学会活動につながる相当な努力が必要かと認識しております．

現会長が掲げたプロジェクト「プロソ日本2001計画」(補綴治療の

EBMの確立)，誠に時宜を得た，魅力ある標語と感服しております．

私に残されている僅かな年月，この目標達成に少しでもお役に立てれば

幸いです．
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